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1. はじめに  

Web ユーザビリティの問題点には視線の移

動速度や停留回数などの視線情報が関係して

いる。ネットショッピングサイトによると、

不慣れなユーザの視点と慣れているユーザの

場合では、前者の視線行動は文章より画像に

視線が集中している。後者ではカテゴリから

の絞込みを使って上手く情報を探索する傾向

が見られる[1]。 

Web ユーザビリティに影響するのはユーザ

側の問題だけでなく、使用者の対象となる Web

サイトのデザインにも大いに影響する。近年

のインターネット普及率[2]に伴い多くの Web

サイトが開発され、様々なユーザ層に適応し

たデザイン表現が存在している。デザイン表

現にはそれぞれの役割があり、ユーザビリテ

ィに適した Web サイトというのは、どのユー

ザにも必ず一致するとは一概に言えない。そ

こで、本研究は対象をパララックスサイトと

呼ばれるデザイン表現を中心に分析を行う。 

本研究では、Webサイトにおける複数のデザ

イン表現がユーザに与える影響を実験により

定量化し明らかにする。実験・評価方法はユ

ーザビリティ評価と視線情報の観点から分析

を行う。 

 

2. 視差効果（パララックス） 

 
図1.パララックスサイトのスクロール遷移[3] 

Webサイトを下にスクロールした際、左メニ
ューのタブが切り替わってる様子が分かる。

パララックスサイトは全て１ページに構成さ
れている。 
パララックス(視差)と初めとするスクロー

ルエフェクトによる Web デザインの表現は、

新たな表現技法として様々なサイトに応用さ

れている。パララックスサイトはスクロール

といった動作に応じて、複数のレイヤー（層）

にある視覚要素を異なるスピードで動かすこ

とで視差を生み出し、立体感・奥行きを演出

する。スクロールがもたらす操作性で視差効

果を楽しみながら、沢山の情報が得られるエ

ンターテイメント性、一つのページに見せた

い情報を全て提示することで、ページ遷移な

どの待機時間を短縮出来るメリットが挙げら

れる。このデザイン表現はよりユーザを魅了

するが多くの情報が１つのページに集約され

た結果、サイトによっては多大なローディン

グが必要になり Web サイト本来の役目が見失

われないように留意しなければならない。開

発者にはパララックスの必要性、妥当性など

の要素も求められる[4]。 

 

3. 実験方法および評価方法 

 1.視線計測による評価方法、2.ユーザによ

る印象評価、それぞれを視線情報分析とユー

ザビリティ評価として定義し、この２つの実

験プロセスを通して Web ユーザビリティを定

量的に評価する。また、実験には複数のデザ

イン表現を対象にする。現在作成中であるが、

対象のデザイン表現にはパララックスサイト

を中心としたデザインが挙げられる。 

 

3.1 視線計測による評価方法 

視線情報には視線計測装置を用いて視線情

報によるデータを集取し、以下の項目を従属

変数として分析を行う[5][6]。 

1) 探索時間：情報探索などのタスクの達成

時間を計測する。2) 停留回数：画面のカラム

（段組み）を分割し停留回数を計測する。3) 

視線軌跡：プロットマップによる分析方法。

4) 平均探索時間：一注視点あたりの平均探索

時間を抽出する。 
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3.2 ユーザによる印象評価 

ユーザビリティとは、一般的に使いやすい、

操作しやすいと称される。しかし、その使い

やすさはユーザや経験則によって変化するた

め、定量的に定義することは難しい。この使

いやすさについて、Jakob Nielsen は学習し

や す さ (Learnability) 、 記 憶 し や す さ

(Memorability)、効率性(Efficiency)、エラ

ー 発 生 率 (Errors) 、 主 観 的 満 足 度

(Satisfaction)の５つをユーザビリティ特性

として定義している[7]。このような考えを背

景に Web を対象として定量化し、使いやすさ

に迫った Webユーザビリティの研究がある。 

先行研究でWebユーザビリティを定量的に

評価するため、Webユーザビリティ評価スケー

ルが開発されている[8]。「Webサイトユーザビ

リティアンケート評価手法の開発」はユーザ

ビリティ評価のためのアンケート項目を作成

し、簡便かつ有用なアンケート評価法を確立

することを目的として行われた。Webユーザビ

リ テ ィ 評 価 スケ ー ルは 前 述 し た Jokob 

Nielsenなど、既存のユーザビリティ評価に関

わる研究を参考に59の項目を抽出。さらに解

析データの事前処理として不適当な項目を除

外し、最終的に55の評価項目を使用して因子

分析の結果、７つの因子を抽出した（表１）。 

しかし、調査当時の2001年と比べるとイン

ターネット普及率は増加し[2]、それに伴い環

境（ユーザ・Web）も大きく変化している。そ

の背景には広いユーザ層による多目的な利用、

マルチデバイスに対応したWebサイトの開発

や、HTML5の登場といった技術の進化が影響し

ていることが挙げられる[9]。この因子には最

近の豊富なデザイン表現に対応してるものと

は思えない。そのためにパララックスサイト

などデザイン表現を考慮した上で現況のWeb

サイトデザインの表現に対する要件をまとめ

る。さらに先行研究によるWeb評価の因子を参

考に、SD法に適した形式で、形容詞的に答え

やすいアンケート調査に用いるための評価項

目を作成する（表２）[10]。 

 
因子 内容

1 好感度 楽しさ、親しみといった主観的な満足度
2 操作の分かりやすさ 自分の思うとおりに操作できる感覚
3 役立ち感 これは使える、役に立つという感覚
4 構成の分かりやすさ 構成、構造、空間的なわかりやすさや統一感
5 見易さ Webサイトの視覚的な見易さはあるか
6 反応の良さ 操作に対する反応やWebサイトの表示が早いか
7 内容の信頼性 Webサイトの情報が信頼できそうか  

表1.先行研究によるWeb評価の7因子 
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見たいコンテンツが少ない 1 2 3 4 5 見たいコンテンツが豊富
見たいコンテンツが見にくい 1 2 3 4 5 見たいコンテンツが見やすい
カテゴリーの分類が悪い 1 2 3 4 5 カテゴリーの分類が良い
目が疲れる 1 2 3 4 5 目が疲れない
～ 1 2 3 4 5 ～  
表2.Webサイトに対するSD法の評価項目の例 

 

 Webサイトに対するSD法の評価項目からア

ンケート調査を行った後、収集したデータを

観測変数として因子分析を行う。因子分析は

主因子法によってパララックスサイトの複数

の因子（潜在変数）を特定する。また、因子

分析で得られる指標として、各因子の重みで

ある因子負担量、独自因子であるかの共通性、

どの程度の説明力を持っているかの寄与率を

測ることが可能である。 

 そして、各因子がどの観測変数に対応して

いるかの関係性を視覚的に表すために因果モ

デルを構築する。SEM（構造方程式モデリング

または共分散構造分析）によるパス解析はそ

れぞれの変数間の関係の強弱をみることがで

きる。SEMによる因果モデルは観測変数と潜在

変数の関係性だけでなく、それぞれ因子間の

パスの値を表すパス係数等のアウトプットが

得られる、即ちパララックスサイトと通常の

サイトの各影響力などの因果関係をより明ら

かにする事が可能であると考える。 
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